
2024. 1　●月刊公論 34

　
悪
夢
の
始
ま
り

　

10
月
７
日
、
悪
夢
は
２
５
０
０
発
の
ロ

ケ
ッ
ト
弾
奇
襲
で
始
ま
っ
た
。
が
、
そ
れ
は

陽
動
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
10
ｍ
近
い
フ
ェ
ン

ス
を
爆
破
し
つ
つ
重
機
で
障
害
物
を
押
し
潰

し
、
自
動
小
銃
で
武
装
し
た
ハ
マ
ス
の
戦
闘

員
が
、
オ
ー
ト
バ
イ
や
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、

船
で
イ
ス
ラ
エ
ル
に
侵
攻
。
こ
の
地
上
部
隊

が
主
力
だ
っ
た
。
こ
の
日
の
戦
闘
で
双
方
の

死
者
は
約
１
４
０
０
人
。
ハ
マ
ス
が
ガ
ザ
に

連
れ
去
っ
た
人
質
は
約
２
４
０
人
。
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
首
相
は
「
戦
争
状
態
に
突
入
」
と
宣
言
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
猛
反
撃
が
続
く
。
読
者
が
こ

れ
を
読
む
頃
に
は
、
ガ
ザ
の
死
者
は
２
万
を

突
破
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人

は
出
生
率
が
高
く
子
供
が
多
い
た
め
、
犠
牲

者
に
子
供
が
多
い
の
が
痛
ま
し
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
戦
争
は
、
ハ
マ
ス
の
焦
燥

と
、
無
謀
で
無
差
別
な
「
テ
ロ
攻
撃
」
が
始

ま
り
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ハ
マ
ス
は
、
奇
襲
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
大
反
撃

を
引
き
起
こ
す
の
を
承
知
で
、
自
ら
の
組
織

の
利
益
の
為
だ
け
に
強
行
。
ガ
ザ
の
パ
レ
ス

チ
ナ
人
を
「
人
間
の
盾
」
と
し
て
用
い
、
多

く
の
犠
牲
を
出
す
道
を
選
ん
だ

3

3

3

の
だ
。

　

11
月
23
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
、
シ
フ
ァ

病
院
の
地
下
に
、
通
信
設
備
を
完
備
し
、
病

院
か
ら
電
気
や
水
を
ひ
き
、
長
い
滞
在
を
可

能
に
す
る
「
司
令
部
」
を
持
つ
ト
ン
ネ
ル
を

見
つ
け
、
世
界
に
公
開
し
た
。
確
か
に
ガ
ザ

住
民
の
被
害
の
多
さ
は
悲
し
す
ぎ
る
。
し
か

し
、
貴
方
が
部
下
を
危
険
な
地
域
に
派
遣
せ

ざ
る
を
得
な
い
な
ら
、
安
全
の
た
め
最
大
限

の
手
段
を
講
じ
る
だ
ろ
う
。
イ
ス
ラ
エ
ル
政

府
と
軍
ト
ッ
プ
は
そ
の
義
務
を
遂
行
し
て
い

る
だ
け
だ
。
無
数
の
ト
ン
ネ
ル
が
張
り
巡
ら

さ
れ
、
至
る
所
に
ブ
ー
ビ
ー
ト
ラ
ッ
プ
が
仕

掛
け
ら
れ
た
ガ
ザ
へ
の
地
上
部
隊
投
入
は
多

大
な
危
険
を
伴
う
の
だ
か
ら
。

　

筆
者
は
、イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
の
夫
と
共
に
、

２
０
１
４
年
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
に
赴
任
し

た
。
当
時
も
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
交
戦

状
態
に
あ
り
、
筆
者
が
外
務
省
か
ら
最
初
に

受
け
た
指
示
は
「
ガ
ザ
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
が
発

射
さ
れ
た
ら
空
襲
警
報
が
鳴
る
。
90
秒
以
内

に
近
く
の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
避
難
せ
よ
。
車
で

移
動
中
な
ら
、
す
ぐ
車
か
ら
降
り
て
路
肩
に

伏
せ
、
古
い
毛
布
で
体
を
覆
い
、
じ
っ
と
し

て
い
る
こ
と
」だ
っ
た
。
実
際
、シ
ェ
ル
タ
ー

に
避
難
し
た
の
も
２
度
や
３
度
で
は
な
い
。　
　

　

多
く
の
シ
ェ
ル
タ
ー
は
地
下
に
あ
り
、
人

１
人
が
よ
う
や
く
通
れ
る
ほ
ど
の
地
下
へ
の

昇
降
路
の
鉄
の
梯
子
を
降
り
切
っ
た
後
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
囲
ま
れ
た
狭
く
暗
い
空
間

で
、
長
い
、
長
い
数
分
間
を
過
ご
し
た
事
も

あ
る
。

　

そ
の
頃
か
ら
、
２
つ
の
民
族
の
融
和
の

最
大
の
障
害
は
イ
ス
ラ
ム
武
力
組
織
ハ
マ

ス
の
存
在
で
あ
り
、
西
岸
へ
の
入
植
を
続

け
強
硬
姿
勢
を
崩
さ
な
い
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首

相
だ
っ
た
。
今
も
こ
の
構
図
は
変
わ
ら
な

い
。
加
え
る
な
ら
、ハ
マ
ス
の
暴
力
に
怯
み
、

２
０
０
７
年
以
降
ガ
ザ
で
選
挙
も
行
え
な

か
っ
た
ア
ッ
バ
ス
大
統
領
率
い
る
パ
レ
ス
チ

ナ
暫
定
政
府
（
以
下
Ｐ
Ａ
）
の
無
能
さ
だ
。

　
日
本
人
の
知
ら
な
い
パ
レ
ス
チ
ナ
像

　

筆
者
の
中
東
と
の
関
わ
り
は
ア
ッ
バ
ス
政

権
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
世
界
の
若
者
を
パ
レ

ス
チ
ナ
に
招
い
た
旅
で
始
ま
っ
た
。し
か
し
、

そ
こ
で
見
た
の
は
、Ｐ
Ａ
が
無
秩
序
で
、ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
に
全
く
慣
れ
て
い
な
い
集
団

だ
と
い
う
驚
く
べ
き
事
実
だ
っ
た
。そ
の
後
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
赴
任
し
て
か
ら
、
中
東
問
題

の
本
質
を
知
る
た
め
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に

何
度
も
通
っ
た
。
し
か
し
、
政
治
家
含
め
、

誰
と
話
し
て
も
「
イ
ス
ラ
エ
ル
が
悪
い
。
占

領
が
悪
い
」
と
言
う
だ
け
で
、
結
局
「
ど
ん

な
国
を
作
り
た
い
か
」「
ど
う
作
っ
て
い
く

か
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
人
間
に
出
会

う
事
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

当
時
パ
レ
ス
チ
ナ
の
テ
レ
ビ
で
は
、
ユ
ダ

ヤ
人
を
ナ
イ
フ
で
襲
っ
た
少
年
と
そ
の
母
親

を
大
統
領
が
表
彰
す
る
映
像
が
繰
り
返
さ
れ

ハ
マ
ス
の
テ
ロ
に
よ
り
始
ま
っ
た

　
　
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ガ
ザ
市
民
の
悪
夢

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
元
駐
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
夫
人

松
富
か
お
り

松
富
か
お
り
の〈
世
界
と
日
本
の
安
全
保
障
〉①
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て
い
た
。
無
垢
な
子
ど
も
達
は
、
テ
ロ
を
推

奨
す
る
映
像
を
見
て
育
つ
の
だ
。
そ
の
中
で

過
激
思
想
を
持
つ
な
、と
い
う
方
が
難
し
い
。

ア
ッ
バ
ス
は
将
来
を
担
う
人
材
を
育
て
な

か
っ
た
。
し
か
も
、
選
挙
を
望
む
者
は
容
赦

な
く
膝
を
撃
ち
抜
く
ハ
マ
ス
を
恐
れ
、
15
年

以
上
も
ガ
ザ
を
ハ
マ
ス
の
支
配
下
に
放
置
し

た
。
最
大
の
被
害
者
は
ガ
ザ
の
住
民
達
だ
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
ハ
マ
ス
へ
の
武
器
流
入
と

テ
ロ
リ
ス
ト
の
出
入
り
を
抑
え
る
た
め
「
屋

根
の
な
い
監
獄
」
と
言
わ
れ
る
程
、
過
酷
な

封
鎖
を
行
う
一
方
、
一
定
の
自
治
は
許
し
て

い
た
。

　

私
は
そ
の
頃
日
本
の
テ
レ
ビ
で
崩
壊
し
た

建
物
ば
か
り
が
映
さ
れ
て
い
た
ガ
ザ
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
写
真
を
見
て
驚
い
た
。

品
物
は
豊
富
で
、
大
き
な
カ
ー
ト
に
山
盛
り

の
食
品
を
買
っ
て
い
く
人
々
。
多
く
の
日
本

人
が
廃
墟
と
思
っ
て
い
る
ガ
ザ
に
も
東
地
中

海
の
恩
恵
は
溢
れ
、
青
い
海
を
眺
め
る
ホ
テ

ル
も
あ
る
。
今
回
の
ハ
マ
ス
の
テ
ロ
攻
撃
が

全
て
を
台
無
し
に
す
る
ま
で
は
、
そ
れ
な
り

の
平
和
な
生
活
が
ガ
ザ
に
も
あ
っ
た
の
だ
。

　
混
乱
は
中
東
全
体
に
広
が
る
の
か

　

筆
者
は
、
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。
ハ

マ
ス
を
支
援
す
る
の
は
イ
ラ
ン
影
響
下
の
ヒ

ズ
ボ
ラ
、
フ
ー
シ
で
、
長
く
戦
う
力
は
な
い
。

的
国
々
の
間
で
、
世
界
的
な
「
競
争
」
が
起

こ
っ
て
い
る
か
ら
だ
。ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
も
、

そ
の
大
き
な
歴
史
の
う
ね
り
の
中
で
起
こ
る

事
象
の
１
つ
に
過
ぎ
な
い
。
世
界
は
「
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
掟
」
が
支
配
す
る
弱
肉
強
食
の
世

界
に
な
り
か
ね
な
い
の
だ
。
日
本
人
は
そ
の

大
き
な
流
れ
を
見
失
っ
て
は
い
け
な
い
。

　

今
、
日
本
の
最
大
の
脅
威
は
中
国
だ
。

　

中
国
は
「
ハ
マ
ス
を
断
固
支
援
す
る
」
と

公
言
。
日
本
周
辺
で
の
中
露
の
共
同
軍
事
行

動
は
増
え
続
け
、
北
朝
鮮
も
ロ
シ
ア
の
技
術

支
援
を
受
け
活
発
に
動
く
。
そ
ん
な
環
境
で

生
き
抜
く
に
は
国
の
リ
ー
ダ
ー
は
冷
徹
な
リ

ア
リ
ス
ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

当
時
１
２
０
０
万
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
世
界
に

散
っ
て
い
た
。
半
分
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
で
殺

さ
れ
た
。
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
生
き
残
り
を
親

に
持
つ
友
は
「
私
達
は
世
界
か
ら
同
情
さ
れ

な
が
ら
滅
ぶ
よ
り
、
世
界
中
か
ら
憎
ま
れ
て

も
生
き
残
る
事
を
選
ぶ
」
と
言
い
切
っ
た
。　

　

日
本
人
に
そ
の
覚
悟
は
あ
る
か
？

な
ど
が
治
め
た
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
が
あ
っ

た
。
歴
史
を
ど
こ
で
切
る
か
で
「
正
義
」
は

変
わ
る
。

　

そ
し
て
今
、
急
速
に
浮
上
し
て
い
る
の

が
、
経
済
難
の
エ
ジ
プ
ト
に
恩
恵
を
与
え
、

ガ
ザ
の
住
民
を
シ
ナ
イ
半
島
に
受
け
入
れ
さ

せ
る
、
と
い
う
案
だ
。「
南
へ
逃
げ
ろ
」
と

言
わ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
既
に
、
検
問

所
を
通
っ
て
エ
ジ
プ
ト
に
流
出
し
始
め
て
い

る
。
欧
州
で
す
ら
シ
リ
ア
難
民
を
止
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
も
う
止
め
ら
れ
な
い

流
れ
に
見
え
る
。エ
ジ
プ
ト
に
で
き
る
の
は
、

難
民
受
け
入
れ
の
対
価
を
つ
り
上
げ
る
交
渉

だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

　
日
本
へ
の
影
響

　

こ
の
戦
争
は
す
ぐ
に
は
終
わ
ら
な
い
。
既

に
日
本
郵
船
が
運
航
す
る
貨
物
船
が
フ
ー
シ

に
拿
捕
さ
れ
、
タ
ン
カ
ー
も
狙
わ
れ
た
。
危

険
が
増
せ
ば
海
上
輸
送
の
保
険
料
や
船
員
へ

の
支
払
い
は
上
が
り
、
輸
入
に
頼
る
日
本
で

は
、
更
に
イ
ン
フ
レ
が
進
み
か
ね
な
い
。

　

筆
者
は
『
明
日
は
戦
場
に
い
る
か
も
し
れ

な
い
』
と
言
う
本
を
出
版
し
た
ば
か
り
だ
。

今
後
、
日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
さ
を

増
す
。
ア
メ
リ
カ
は
世
界
の
秩
序
を
維
持

す
る
力
を
失
い
、『
民
主
主
義
・
自
由
主
義
』

を
掲
げ
る
国
々
と
『
独
裁
主
義
・
権
威
主
義
』

イ
ラ
ン
自
身
が
出
て
く
る
気
配
も
な
い
。
サ

ウ
ジ
は
、
筆
者
が
い
る
頃
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル

と
の
人
的
交
流
を
深
め
、
最
近
、
実
力
者
の

皇
太
子
が
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
関
係
正
常
化
も

近
い
と
公
言
。
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
既
に
正
常
化
。
エ

ジ
プ
ト
は
経
済
難
で
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
系

の
ハ
マ
ス
を
大
統
領
が
蛇
蝎
の
如
く
嫌
っ
て

い
る
。
多
く
の
中
東
の
国
は
「
石
油
後
の
経

済
」
へ
の
移
行
を
模
索
中
で
、
１
円
に
も
な

ら
な
い
「
ア
ラ
ブ
の
大
義
」
よ
り
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
技
術
や
交
流
に
よ
る
経
済
効
果
の
方

が
魅
力
的
だ
と
考
え
て
い
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
は
、
置
き
去
り
に
さ
れ
て
き
た
の
だ
。

　
歴
史
を
見
る
観
点

　

多
く
の
人
は
１
９
４
７
年
の
国
連
決
議

ま
で
時
計
を
戻
せ
、
と
言
う
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
歴
史
は
常
に
流
れ
、
国
々
は

栄
枯
盛
衰
。
国
境
線
は
揺
れ
続
け
て
い
る
。

１
９
４
８
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
独
立
戦
争
で
、

圧
倒
的
兵
力
の
ア
ラ
ブ
連
合
軍
（
15
万
）
は
、

民
兵
わ
ず
か
３
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
に
負
け
た
。

そ
の
後
、
第
４
次
中
東
戦
争
ま
で
、
ア
ラ
ブ

側
は
懲
り
ず
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
自
ら
挑
戦

し
、
全
敗
。
そ
の
度
「
戦
い
前
の
休
戦
ラ
イ

ン
ま
で
国
境
を
戻
せ
」
と
言
い
続
け
た
。
読

者
な
ら
そ
れ
を
呑
め
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
地

に
は
、
紀
元
前
６
世
紀
頃
ま
で
ソ
ロ
モ
ン
王

「明日は戦場にいるかもしれない」
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